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西安の歴史
古都の風

１、秦の始皇帝 (紀元前259～210年)
＃兵馬俑 ＃絶大な権力

1号館:14,260㎡、陶傭・陶馬6000体
2号館:6,000㎡、騎兵・歩兵・弩兵・戦車

が混合している大型の軍陣
3号館:520㎡、3軍を統師する指揮部

２、楊貴妃 (唐の玄宗 747年拡張）
＃温泉施設 ＃ロマンス

華清池:「天下第一御泉」
玄宗と楊貴妃が入浴した蓮花湯、
海棠湯など5カ所の皇家温泉遺跡

３、歴史的建造物 (唐652年/明1380年)
＃大雁塔 ＃鐘楼と鼓楼 ＃玄奘

大雁塔:5重→10重→7重(現在)
日建設計による150haの観光・
ビジネス・文化のための都市開発

鐘楼と鼓楼:「朝の鐘と夕べの太鼓」



西安のいま
まちのエネルギー

１、食文化
＃伝統形式 ＃小吃(シャオチー)

伝統形式:「錦郷の陝西」の美称を持つ
軽食:イスラム文化も香る包子(パオズ)

２、住宅(マンション)開発
＃中低層 ＃高層

中低層:7層構造の低所得者向け
(1990年代～、50～100㎡)

高層:各地の随所で開発が進んでいる
(1980年以降生”80後”に人気)

３、公共交通
＃地下鉄 ＃道路事情

地下鉄:1号線(東西)、2号線(南北)、
3号線(北東～南西)

道路:3環状道路、高速道路(放射・環状)
2017/5 モバイル決済サービス導入



(参考)地下鉄 2号線

1号線

地下鉄3号線は
西安高新区内
を通っています。

3号線



新しい西安
西安高新技術産業開発区

１、世界各国のハイテク産業が集積ー＃日本企業80社
1991/3:国務院により初めて創られた国家級ハイテク産業開発区
規模:開発済60K㎡/307K㎡、登録企業数は16,000社を超える
主導産業:電子情報・最先端製造技術・バイオメディシン・現代サービス

半導体70社(サムスン等)、情報1300社(富士通・NEC等)、
電力設備350社(横河電気等)、バイオメディシン400社・・・

２、充実したインフラー＃中国のクエート 水・電力・石油・12時間交通圏

３、豊富な人材ー＃63大学 ＃80万人
中国第3位:北京・上海に次ぐ大学を保有し、その数は63を数える
学生数:80万人以上の在校生と、22万人/年の卒業生を排出

卒業後はハイテク産業開発区の企業に就職する事も多く、
沿岸都市と比較して定着率が高く、人件費が安いのが特徴



LIXILのトイレ普及活動（事例）



日本製温水洗浄便座 エトセトラ

中国では、新富裕層の間で
ステータスシンボルとなっている

(AFPBB News)
臭いがなく、冬でも便座が
暖かく、お尻を洗ってくれる
(中国人観光客ツイッター)

前回の東京五輪が行われた1964年は、伊奈製陶(現LIXIL)が
スイスから輸入した医療用の温水洗浄便座の販売を始めた年

(LIXIL) ※トイレからエポックメーキングを生もう！

「おもてなし清潔トイレ」で
訪日客に日本文化発信

(日経MJ)

中国の一般的な住居では、トイ
レが浴室にあり、近くに電源がな
いことが多い⇒失敗エピソードへ

(NEWSポストセブン)

中国 日本
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